
目指す都市像
つながりと情熱と技術で、

「一歩先の価値観｣を体現する
グローバル挑戦都市・北九州市

ひとの数だけ、スポットライトがある。

だれもが主人公になって、イキイキと

自分の人生をもっと好きになって進んでいく。

一人ひとりに宿る力を、もっと支え、挑戦を後押しできる都市へ。

積み重ねてきた歴史を、

脈 と々継承し、新しい価値を生みだせる未来へ。

多様な個性がまざりあい、つながりあうからこそ

生みだされる価値は、日本のみならず世界へと大きく広がり、

だれもが豊かで安らげる未来をつくっていく。

つながりと情熱と技術で、

「一歩先の価値観」を体現するグローバル挑戦都市へ。

さあ、愛さずにはいられない未来を、北九州市から。

市長からのメッセージ

若松区

八幡西区
八幡東区

戸畑区

小倉北区

門司区

小倉南区

※

関門エリアの価値向上や観光振興を図るととも

に、観光と生活が融合した、訪れたい、住んでみ

たい、住み続けたいまちづくりに取り組みます。

門司区
Moji

福祉と文教のまちの価値をさらに高めるとともに、

歴史や文化を生かし、回遊性の高い緑豊かな街並みや

にぎわいの創出を図ります。

戸畑区
Tobata

石炭積出港の歴史や文化、豊かな自然、多様な産業の集積、

学術研究都市など、若松ならではの

多様な魅力を生かしたまちをつくります。

若松区
Wakamatsu

中心市街地の黒崎地区、学園都市の折尾地区

など、特長ある地域特性のほか、長崎街道の歴

史や伝統的な祭りなどの地域資源を生かした

魅力あるまちづくりを推進します。

八幡西区
Yahatanishi

東田地区など、各地域の連携により産業や観光

の振興を図るとともに、製鉄のまちとして培った

シビックプライドや地域・市民・企業の力を育み、

サステナブルなまちづくりを推進します。

八幡東区

※写真提供：日本製鉄㈱九州製鉄所（一般には非公開の施設です）

Yahatahigashi

平尾台をはじめとする豊かな自然を生かし、質

の高い地域ブランドを創出するとともに、元気

で生き生きとした生活が楽しめる、ずっと住ん

でいたいまちをつくります。

小倉南区
Kokuraminami

高い機能を持つ都市・交通基盤を生かし、若者

やクリエイティブな人材が集まる北九州市の顔

にふさわしい、にぎわいと活力がみなぎるまちを

つくります。

小倉北区
Kokurakita

7つの個性が輝くまちづくり

北九州市・新ビジョン
北九州市基本構想・基本計画

北九州市政策局



2027.8 滑走路3,000m供用開始

地域経済の更なる発展

北九州市・新ビジョンの全体版は市ホームページでご覧いただけます。

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/contents/28500266.html

北九州市は、動き始めた！－新ビジョンに基づく様々な取組を展開－

北九州市が令和5年度に達成した「過去最高」

北九州空港を最大限活用

「北九州こどもまんなかアクション!」
スタート

関門連携の更なる推進第２子以降の保育料無償化

規制緩和により若松北海岸の観光地化促進

国際スポーツ大会の開催（バレーボールネーションズリーグ、第2回FIGパルクール、WTTファイナルズ福岡2024）

若者との意見交換

響灘洋上ウインドファームの建設開始

未来の介護大作戦

黒崎バイパスの整備 BIZIA KOKURAが完成
「コクラ・クロサキリビテーション」
第一弾プロジェクト

「すしの都 北九州協議会」を設立

若者が心躍らせるまちづくりをスタート

目指す都市像の実現に向け、重点的に取り組むべき

方向性を示した3つの重点戦略を定めました。都市の

経済力を高める「稼げるまち」の実現を起点に、心豊かな

生活に対する多様なニーズに応える「彩りあるまち」の

実現や、誰もが日々の暮らしに安心と安らぎが感じら

れる「安らぐまち」の実現につなげ、まちも人も潤う「成

長と幸福の好循環」を創り出し、都市の総合力を高め

ていきます。

3つの重点戦略

①企業誘致による投資額

②小倉城入場者数

③北九州市に住み続けたいと思う市民の割合

①企業誘致による投資額（億円）2,581億円

26万人

84.1%

北九州市の
ポテンシャル
北九州市の
ポテンシャル
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の実現
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の実現
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「彩りあるまち」
の実現成

長
と
幸
福

の好
循環

つながりと情熱と技術で、
　「一歩先の価値観｣を体現する
グローバル挑戦都市・北九州市

「稼げるまち」
の実現

「稼げるまち」
の実現

 3つの重点戦略と
「成長と幸福の好循環」

目指す都市像の実現に向けた

Ⅰ 「稼げるまち」の実現
Ⅱ 「彩りあるまち」の実現
Ⅲ 「安らぐまち」の実現

循環の起点

タウンミーティング

高齢者を「福祉」の対
象としてのみ位置づけ
るのではなく、社会・
経済活動を支える担
い手としても見る目は
今後は大切。

災害の少なさ、水源、交通
インフラ、食の魅力など、
北九州市の魅力をもっと
PRし、都市イメージの向
上、ファンの増加を図るこ
とが必要。

市民はこのまちが大
好きだが、まちに誇り
や自信を持てずに委
縮している。このような
市民の姿勢を払拭す
るビジョンを望む。

「稼げるまち」を実現
し、若者の挑戦や活
躍を後押しし、若者が
希望や夢を持てるま
ちにしてほしい。

「障害があっても一人の
市民として、自分らしく
生活できる地域社会へ
の実現」を可能にでき
る政策を考えて欲しい。

福祉を充実させるために
は、経済力は重要だと思う。

北九州市の強みは、公
害の克服など、他都市に
先立ち、市民と行政が一
体となって様々な課題
を乗り越えてきた歴史。

北九州市民は、地元
愛が強い、優しい人や
世話好きな人が多い、
人情に厚い。

地域で安心して子育
てできるまち、子ども
が元気に成長できる
まちになってほしい。

（令和5年度データより）

③北九州市に住み続けたいと思う市民の割合（%）

出典：行政評価に係る市民アンケート調査
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資料：国土交通省北九州国道事務所

北九州市の未来を一緒に考えていただくため、様々な機会を設け、たくさんのご意見をいただきました。

市民の皆様と一緒に考えた新ビジョン 主なご意見（一部）


